
基 本 理 念

私たちは、患者さんの人権を尊重し、地域に必要な

基幹的中心的な医療を担当すると共に、さらに高次

の医療に対応できるよう努力します。
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変があ
―
れば即座に対応できるように備えてい討 よ

仮に手術という刺激を身体にとつての「攻撃」と考

えるならば、麻酔はその束」激から身体を「防御」する

役害」を果たしていると言えます。攻撃に見合った防

御、つまり手術に適した麻酔を行うことは患者さん

の術後の回復にもつながります。

患者さんの身体を防御するためには入念な準備

が必要です。そのために麻酔科医は術前診察を行

ないます。問診や診察だけでなく、検査から得られ

た情報をくまなく収集することで、一人ひとりの患

者さんに適した麻酔計画を立てていきます。手術が

終了すれば麻酔科医の仕事は終わりというわけで

はなく、手術後には病棟で患者さんの状態や麻酔

による副作用の有無を確認し、患者さんの術後の

回復をサポートしていきす。

低][:舅抵聯lT蝙
都桂病院麻酔科スタッ

フが患者さんの一番近

くで引き続き努力して

まいりたいと思います。

7月 の外来担当医表を
中面に掲載してい.ま すも
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智弘
‐
と申します:今回は麻酔科医の仕事を出来るだ

け分かりやすく皆さんにご紹介させていただきます。

麻酔科という科があるということは徐々に知られ

つつありますが、麻酔科EIIが行つている仕事の内容

を詳しくご存LElの 方は多くはないと思います。もし

麻酔がなかつたら、手術の時に身体をメスで切られ

ると痛いですし、不安や恐怖も感じると思います。身

体はそのような状況に置かれると過乗」に反応じ血

圧や呼吸が不安定になり時には生命を脅かすこと

さえあるかもしれません。

全身麻酔での手術の間、患者さんは眠っておら

れますが、麻酔科医は患者さんの枕元で手術の進

行を把握しつつ、刻々と変化する患者さんの状態に

合わせて様々な処置を行つています。麻酔科医が手

術中に行つていることは、手術による痛みを除き、あ

るいは意識をなくすことで手術そのものが円滑に

進行するように、そして手術という刺激に対する身

体の反応を抑え手術■の患者さんの負担が少なく

なるように、数種類の全身麻酔薬の量を細かく調節

しています。それと同B寺に、患者さんの血圧や心拍

数、日乎吸状態、体温などを絶えP05なくチェックし、異
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今回は、堀音父母の会

―
の協力で:ピアノとヴァイオリ

ン、チェロのトリオでお楽しみいただきます
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入院されている患者されだけでなく、外来へ通院中

の方1在宅で療養されてし`る方:そして地域の皆様も
ぜひご鑑賞ください
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お楽しみに !

日時:7月 20日 (土)午後2日寺～3時

会場 :外来棟 1階ロビーにて

曲目 :な カフ土・ミュージック

r靡 弦楽四重奏1番 など


